
ツーバイフォー

地球温暖化危機の時代、

家だって環境に優しくつくらなきゃね！

わが家らしくて、ずっと末永く

愛せる家に住めると幸せだね。

地震にも火災にも強くないと、

安心して暮らせないよね。

カナダの針葉樹資源は、

厳しい保続管理体制で

長期計画的に守られています。

高品質・高性能な家を、なるべく

低コストで建てたいなぁ。

い
ま
、
人
に
と
っ
て
本
当
に
い
い
家
と
は

ツーバイフォーに使われる樹種は、マ
ツ科に属するスプルース、パイン、フ
ァーなどの針葉樹。いずれも成熟木は
、胸高直径60cm、樹高30mほどで、高
い加工性、釘の利き、接着性、滑らか
な繊維質を持っている点が特長です。
カナダの森林では、そうした優れた木
材を安定生産するため、早くから「保
続生産計画」と呼ばれる長期継続的な
森林経営計画によって管理運営を行っ
てきました。伐採量を生長量の範囲内
におさめ、大切な資源を次世代に継承
することを基本とするこの計画は、伐
採がおよぼす環境への影響や地域経済
に果たす役割、また林産業の現状など
広範囲なファクターを総合的に勘案し
、年間許容伐採量をひとつの指針とし
て導き出しています。林産企業は、こ
のガイドラインをベースに伐採・搬出
・再植林などの計画を事前に提出し、
その精査を受けるとともに、この計画
遂行義務を負って活動しています。

◎工務店向け2×4住宅情報サイト

ホームページ　http://www.2x4.jp

Alberta Forest Products Association （AFPA ）
●アルバータ州の品質管理・市場開発

Canada Wood Export Program （CWEP ）
●カナダ木材製品全般の普及・促進

Forestry Innovation Investment （FII ）
●BC 州森林及び林産業の保護育成を目的とした組織



いい家を建てるための１つの絶対＆５つの特長
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エネルギー使用量(x10 GJ)

資源生産

資源採取

資源生産

木造 スチール造 コンクリート造

木造 スチール造 コンクリート造

総合的なエネルギー使用量

木の家であること。

地震に強い。

夏涼しく冬暖かい。

５つの特長

長持ちする。

いつまでも愛される。

火の手に強い。

耐震性

デザイン性

耐久性

断熱性

耐火性

● 木は伐採後200～300年間、

強度．剛性ともにじわじわ上昇。

● 金属が熱で急速に軟化するのに対し、

木は炎が近づくと表層部が炭化して

火の進行をストップ。

● 木の断熱性は

コンクリートの約10倍。

鉄の約350倍。

● 木は湿度に合わせて

自ら水分を吸収・放出する

自然のエアコン。

環境規制の厳しいカナダでは、
資源採取、資源生産、建設、資
材輸送などの各段階において、
コンピュータによるシミュレー
ション・モデルで地球環境への
影響を比較分析する「アシーナ
・プロジェクト」が進められて
います。ここで３階建てオフィ
スビルを例に木造、スチール造
、コンクリート造を比較してみ
ると、驚くべき結果が判明。木
造建築がいかに地球に優しいか
、私たち日本人もあらためて見
つめ直してみたいものです。

資材生産の過程
における温室効
果ガス（一酸化
炭素・窒素酸化
物・メタンなど
）の発生量を、
ニ酸化炭素の放
出量に換算し比
較したもの。

使用する石油資
源の合計として
算出。エネルギ
ー使用量が少な
いということは
、大気汚染物質
の放出減少につ
ながります。





地震に強い。
耐震性

火の手に強い。

1. 基礎
2. １階の枠組
3. １階の壁枠組
4. ２階の枠組
5. ２階の壁枠組
6. 屋根枠組

●ツーバイフォーは、床枠組と
　壁枠組で組立てます。

耐火性

外力外力

箱形 軸形

地震のことを考えると「大工さん
は確かな腕を持っている人だった
かしら？」「柱は強い木材だった
かしら？」など、さまざまな心配
がわき出てくるもの。でもご安心
ください。ツーバイフォーなら、
使う部材・釘の本数・接合金物の
とめ方などすべてが規格化されて
いるので、家の大きさや建築費の
多少に関わらず一定の耐震性をお
約束できます。構造体は、壁・床
・天井が一体となった「箱形構造
」。６つの面で外力を吸収・分散
するため、地震や台風時に変形し
にくいのが特長です。もちろん、
木という部材の軽さが、揺れを最
小限に抑えることはいうまでもあ
りません。

木造なのに住宅金融公庫の「省令
準耐火構造」に該当。鉄筋コンク
リート住宅と同額の融資が受けら
れ、火災保険料も安いツーバイフ
ォー。その秘密のひとつが、各室
防火です。天井と壁に不燃材料（
石こうボード・厚さ12mm以上
）を採用し、火災を出火室内に閉
じこめます。また、ツーバイフォ
ーでは火の通り道となる壁の内側
や天井裏を、構造材で細かく区分
。空気の流れを遮断する「ファイ
アーストップ構造」となっていま
す。
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せっこうボード
防湿シート
たて枠（スタッド）
断熱材
胴縁
通気層
構造用合板
透湿防水シート
外壁材
（サイディングなど）

夏涼しく冬暖かい。 長持ちする。

いつまでも愛される。

デザイン性

耐久性断熱性

冷暖房のエネルギー消費が環境に
大きな影響力をもつことが明らかに
なって以来、建築物の断熱性は
ますます関心事となっています。
ツーバイフォーは熱を伝えにくい
木材を使用すると同時に、床や壁と
なるパネルに隙間なく断熱材を
入れ、パネルどうしを面で接合。
十分な断熱材と防湿シートの使用
などにより、高い断熱性と気密性を
実現して、熱の損失や居室間の
温度差をなくすため、冷暖房費を
大幅に節約できます。

神戸市東灘区に大正13年に建設されたツーバイフォーが今で
も個人住宅として使われ、緑色の外壁と同色の瓦屋根というた
たずまいがノスタルジックな雰囲気を醸し出しています。いつ
までも愛着心を失わせない優れたデザイン、柱のない広々した
大空間（36畳/約60m2まで可能）、吹き抜けや地下室などが
自由につくれるなど設計上の柔軟性も、ツーバイフォーならで
はの魅力。和風建築も合理化された工法により低コストでつく
れます。

住まいの寿命を延ばすポイントは、
できるだけ湿気を与えないで乾燥状態を
保つこと。ツーバイフォーでは床下の
土の部分全面を防湿シートとコンクリー
トで覆います。また、地面から1m以内の
すべての構造材料に防腐処理を施す
基準が設けられています。さらに、
外壁は室内の湿気を寄せつけず、
壁内結露を生じにくい構造になって
います。このように、いつまでも丈夫な
家を維持できる工法は、ライフ・サイクル
・コストの視点から、地球環境にとって
も非常に有利です。

●ツーバイフォーの気密構造 ●ツーバイフォー外壁構造

壁と壁の接触面

壁と床の接触面

室内


